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平成３０年荒川区教育委員会第１９回定例会 

 

 

 １ 日  時      平成３０年１０月１２日   午後２時４０分 

 

 ２ 場 所      荒川区立第五中学校 

 

 ３ 出席委員    教   育   長           高 梨 博 和 

教育長職務代理者           小 林 敦 子 

委      員           坂 田 一 郎 

委      員           髙 野 照 夫 

           委      員           小 池 寛 治 

 

 ４ 出席職員    教 育 部 長           阿 部 忠 資 

           教 育 総 務 課 長           山 形   実 

           教 育 施 設 課 長           平 野 興 一 

           学 務 課 長           小 堀 明 美 

           指 導 室 長           瀬 下   清 

           生 涯 学 習 課 長           浦 田 寛 士 

           ゆ い の 森課 長           小 林 弘 幸 

           地域図書館課長           成 瀬 慶 亮 

           書      記           佐々木 希久子 

           書      記           小 川 綾 一 

           書      記           早 坂 利 春 

           書      記           宮 島 弘 江 
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（１）報告事項 

  ア 平成３０年度における荒川区立幼稚園・小中学校の研究活動について 

  イ 荒川区登録無形文化財及び保持者の解除について 

  ウ 第１１回柳田邦男絵本大賞の応募状況について 

 

（２）その他 
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○教育長 それでは、ただいまから荒川区教育委員会第１９回定例会を開催いたします。 

   まず初めに出席者数の御報告をいたします。本日、５名全員出席でございます。 

   議事録の署名委員につきましては、小林先生、坂田先生の御両名にお願いいたします。 

   ６月２２日開催の第１２回定例会の議事録につきましては、前回の定例会で配付させてい

ただき、この間御確認をお願いしてございます。本日特に委員の皆様から御意見等なければ

承認とさせていただきたいと存じますが、よろしいでしょうか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○教育長 それでは、承認といたします。 

   また、７月１３日開催の第１３回定例会と２７日開催の第１４回定例会の議事録を机上に

配付させていただいてございます。次回の定例会で承認についてお諮りいたしますので、次

回までに御確認いただきまして、お気づきの点等について事務局まで御連絡をお願いしたい

と存じます。 

   それでは、本日の議事日程に従いまして、議事を進めさせていただきます。 

   本日は報告事項３件となってございます。 

   まず、初めに「平成３０年度における荒川区立幼稚園・小中学校の研究活動について」を

議題といたします。 

   それでは、瀬下指導室長、説明をお願いいたします。 

○指導室長 それでは、「平成３０年度における荒川区立幼稚園・小中学校の研究活動について」

御説明を申し上げます。一覧表を御覧いただければと思います。 

各幼稚園での研究内容また小中学校における研究内容でございます。網がかかっている

ところが、今年度研究発表会を行う幼稚園、小学校、中学校でございます。幼稚園は１園

発表がございます。尾久幼稚園でございます。小学校では４校研究発表会がございます。

瑞光小学校、汐入小学校、汐入東小学校、第五峡田小学校でございます。裏面でございま

す。中学校では２校が研究発表会を行う予定でございます。第一中学校、第九中学校でご

ざいます。それ以外でクリップどめしてございます研究発表会の御案内で、こちらに届い

ているものをお付けしてございます。御覧になっていただければと思います。 

簡単ではございますが、以上でございます。 

○教育長 この件につきまして、御意見、御質問等ございましたらお願いいたします。 

   教育委員の先生方には御日程を調整していただきまして、研究発表会においでいただけ

ることがございましたら、事前に事務局まで御連絡いただけますと幸いでございます。来月

は、幼小３校で３日連続して研究発表がございます。機会がございましたら、ぜひ御参加い

ただければと思います。 
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○小林委員 参加可能な場合は事前にメールで御連絡すればよろしいですか。 

○教育総務課長 メールで結構でございます。 

○小林委員 わかりました。 

○教育長 そのほかよろしいでしょうか。 

   次に「荒川区登録無形文化財及び保持者の解除について」を議題といたします。浦田生涯

学習課長、説明をお願いいたします。 

○生涯学習課長 それでは、荒川区登録無形文化財及び保持者の解除につきまして、御報告申し

上げます。 

   伝統工芸技術保存会の会員でもあり、登録無形文化財の額縁の吉井菊雄様が１０月３日に

お亡くなりになりました。これを受けまして、登録無形文化財の保持者でございましたので、

解除をするものでございます。 

   大変簡単ではございますが、御報告をさせていただきます。以上でございます。 

○教育長 ただいまの説明につきまして、御質問等ございますでしょうか。ちなみに吉井さんに

は、わかっている範囲で結構ですけど、後継ぎはいるのですか。 

○生涯学習課長 いらっしゃらないです。 

○教育長 では、廃業と。もったいないですね。 

○生涯学習課長 もう１５年ほど前から体調不良で、伝統技術展の御出展も控えていらっしゃる

という状態でございました。 

○教育長 残念です。ほかによろしいでしょうか。 

   続きまして、３番目「第１１回柳田邦男絵本大賞の応募状況について」を議題といたしま

す。小林ゆいの森課長、説明をお願いします。 

○ゆいの森課長 第１１回柳田邦男絵本大賞の応募状況について御報告いたします。 

第１１回の応募総数につきましては、１，２４４件の応募がございました。前年度と比べ

まして、１９３件の増となってございます。内訳といたしまして、子どもの部、中学生以下

でございますが、１，２２７件と昨年度より２０１件の増になっています。一方、一般の部

につきましては、１７件と昨年度より８件少なくなっている状況です。詳細な内訳につきま

しては、記載のとおりとなってございます。中学校につきまして、昨年までゼロ件でしたけ

れども、今年度につきましては９５件の応募がございました。それが大きく増えている要因

になってございます。 

   今後の予定ですが、審査につきましては、一次選考でゆいの森課の事務局で行いまして、

１１月中旬ぐらいになると思いますが、柳田邦男先生に二次選考をお願いする予定になっ

ています。 
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   受賞者の決定につきましては、１２月中旬頃に決定をいたしまして、受賞者の方に連絡を

いたします。表彰式でございますが、来年３１年１月２５日の午後５時からゆいの森ホー

ルで行う予定になってございます。 

   簡単ではございますが、説明は以上でございます。 

○教育長 この件につきまして、御意見、御質問等ございますでしょうか。 

○坂田委員 昨年、中学校で応募がなかったかと思うのですが、昨年も申し上げたのですけれ

ども、絵本ということで、やはり子どものものというイメージがどうしてもあると思います。

校長先生方にも絵本というのはそういうものではないというのをメッセージしていただくと、

もう少し増えるのではないかと思います。 

○教育長 小林課長、その件についていかがですか。 

○ゆいの森課長 まさに中学校が昨年までゼロだったものですから、絵本とはいっても、中学生

にもぜひ読んでいただいた上で、こういった応募をしていただくことが非常に大事だと思っ

ていますので、来年度に向けましても、中学校へのアプローチを改めてしっかりやっていき

たいと思ってございます。 

以上です。 

○教育長 中学生だと、小学校や保育園に読み聞かせに行ったりしているのだから、そのときの

体験を書いてもらったっていいのです。 

○小池委員 一つ質問なのですけど、中学校で応募数９５件となった最大の理由は何か。中学校

の３年生の８３件というのが多いのだけれども、これはどういう理由によるのか。特定の学

校なのか、何かほかの理由によるものか、それを教えてください。 

○ゆいの森課長 ９５件のうち、３校から応募がありましたけれども、そのうち９０件が第七中

学校で、一つの中学校で９０件の応募がありました。そのほか今回来ている第五中学校が４

件と、第四中学校で１件ということで、ほぼ第七中学校の１校が９０件を占めているという

状況です。 

○小池委員 ３年生というのは、特に何か意味がありますか。３年生が一番大きいのは特定の先

生の影響によるのか、何か理由があるのか。 

○ゆいの森課長 恐らく、３年の先生の中で応募していただいたというのが、この影響に出てい

るかなと思います。学校全体というよりは、３年の先生に力を入れて応募していただいたと

いうのが結果になっているかなと思っています。 

○小池委員 もうちょっと突っ込んで調べてください。 

○ゆいの森課長 わかりました。 

○小池委員 今後のために何か役立つことが学べるかもしれないですからね。 
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○ゆいの森課長 わかりました。そうします。 

○教育長 どんな場面で書いたのか。それを聞いてみてください。 

○ゆいの森課長 聞いてみます。 

○教育長 では、次回の委員会で御報告をお願いします。 

○ゆいの森課長 わかりました。 

○坂田委員 実際にこういう創造的に記述する力というのは、いろいろなところで必要になる

と思います。 

○教育長 予定をしておりました報告事項は以上です。そのほか机上に１０月から１２月までの

教育委員会関係行事について配付させていただいてございます。また御覧いただきまして、

ぜひ何か問い合わせ、若しくは御参加いただける事業等がございましたら、お声をかけてい

ただければと思ってございます。 

そのほか事務局から連絡事項等はありますでしょうか。 

○教育総務課長 特にございません。 

○教育長 地域文化スポーツ部の皆さんは何かありますでしょうか。１１月に津村節子さんの企

画展があるのですね。 

○ゆいの森課長 ゆいの森において、吉村昭先生の奥様で、現在、ゆいの森の名誉館長をおつと

めいただいている芥川賞作家の津村節子先生の企画展を１０月２０日から１２月１９日まで

開催いたします。１１月４日には記念の講演会で、元岩波書店代表取締役の山口昭男さんの

講演会も予定しています。また、１１月２３日は朗読会として、女優の竹下景子さんがいら

っしゃって、津村節子先生の本を朗読する会も予定しています。 

以上です。 

○教育長 では、この件も次回の教育委員会のときに資料も含めて御案内をいただければと思っ

てございます。 

   以上をもちまして、教育委員会第１９回定例会を閉会といたします。 

 

―了― 


